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　宇宙では、誕生直後の素粒子すら無かった状態から、多くの
原子や多様な分子、恒星、惑星、銀河や銀河団が生まれまし
た。そして、地球上では驚くほど複雑な生物圏が誕生し、さら
に人間は、社会規範や文化といった独自の特徴を有していま
す。これら変化の共通点は、単純なものから複雑なものへ変化
している、つまり、時間とともに複雑化していることです。
　本書は「創発」と「コンプレキシティ」という概念を用いた
「コンプレキシティ増大の法則」を提示し、この法則を用い
て、私たちが生きる世界が現在のような姿となった理由を見出
そうと試みるものです。
　まず「創発」や「コンプレキシティ」の概念を紹介するため
に物理学の歴史を遡り、さらに、「コンプレキシティ」の定義
の基盤となるコルモゴロフ複雑性ならびにその背景となる歴史
を紹介します。その後、「コンプレキシティ増大の法則」か
ら、宇宙、生物圏、人間社会における多くの素朴な疑問への答
えが導かれることを示します。
　一見無関係に思える様々な現象を統一的な視点で眺めること
により、いくつもの根源的な問題に対する答えが浮かび上がる
面白さを感じてもらえれば幸いです。
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